












〔研究目的〕 

膠原病,とりわけ SLEでは,T-cell,B-cell の機能異常があることがよく知られている。SLE

の活動期には免疫グロブリンの産生は著明に増加しており,IgG 分泌細胞数と疾患の活動

性の間には強い相関があるといわれる 1)。B-ce11 機能は,T-cell の調節をうけるの

で,B-cell の機能亢進には当然 T-cell の異常も考えられる 2)。近年,T,B-cel1 機能を調節

する因子のひとつとして,アラキドン酸(AA)代謝物が注目されてきた。AA cyclooxy genase

代謝物のうちプロスタグランディン E2(PGE2),PGD2 はヘルパーT-cell の機能を抑制し,サ

プレッサーT-cel1 機能を亢進させることが報告されている 3)。また,AA li-poxi genase

代謝物のひとつロイコトリエン B4(LTB4).もサプレッサーT-cel1 機能を亢進させるといわ

れている 4)。AA 代謝の二つの代謝系(li-poxy genase および cyclooxy genase)共に多くの

強力な生理活性物質を産生するが,これら活性物質は,時には相反し,ある場合には協力的

に働きながら,生体防御機構の調節に何らかの役割をはたしていることはまちがいないと

思われる。しかし,SLE 等免疫異常をきたす疾患においては,ステロイド,および非ステロイ

ド系抗炎症剤を使用する事が多く,これらの薬剤の 2 次的な影響も考慮する必要があるた

め,詳細なメカニズムの解明はすすんでいない。 

 ところで,生体のほとんどの細胞・臓器は AA 代謝系を有するが,そのうち好中球は LTB4

をはじめとする 5-Iipoxy genase 代謝物および PGE2,PGD2,PGF2αの重要なソースであり

5),'血小板は 12-HETE(121ipoxy genase 代謝物)およびトロンボキサン A2(TXA2)の主なソ

ースである 6)。今回我々は,主に好中球と血小板由来の AA 代謝物を Radio immuno 

assay(RIA)および Radio metric assay(RMA)を使用して測定することにより,SLE,JRA にお

ける AA 代謝物の役割の評価を試みることを目的とした。 


